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平成２３年度事業計画（案） 
（平成 23 年 4 月 1 日から平成 24 年 3 月 31 日まで） 

 

１．    基本方針 

3 月 11 日に発生した東日本大震災に伴い、東北新幹線の⼀部区間の運転⾒合わせ、余震や停電、放射線の
影響等を懸念しての様々な活動の自粛や宿泊のキャンセルが相次ぐなど、観光需要が著しく減少する深刻な状
態となっています。 

こうした状況を踏まえ、被災地域の状況や被災された皆様の心情に十分配慮するとともに、様々な工夫によ
る節電努⼒を⾏いながら、観光に関する取り組みを継続的に⾏い、積極的な情報の発信に努め、地域全体の活
性化を図って参りたいと思います。 

昨年、観光は「日本の成⻑戦略の柱」と位置付けられました。この困難を克服し、次の歩みへと進んでいく
ために観光が果たしうる役割は非常に大きいものと考えております。このような認識の下にその使命を積極的
に果たしていく考えであり、皆さんと⼒を合わせてこの難局を乗り切っていきたいと考えております。 

２．    重点事項 

１．積極的なＰＲ活動の実施、推進、支援 
２．組織強化 
３．財政基盤の確⽴ 
４．公益法⼈制度改⾰に伴う移⾏⼿続きの実施 

３．    事業計画 

Ⅰ．観光振興施策事業 
会員増強を基本に、三沢市が推進する観光関連施策、施設整備事業に併せた事業の拡充に努める。 
（１）会員の増強と組織の強化を図る。 
（２）市内観光施設との連携を深め積極的なＰＲを図り、利用頻度を⾼める。 

 
Ⅱ．観光客誘致対策事業 

三沢市に関する観光情報の収集に努め、全国に発信するとともに、観光客の誘導を図るための調査・研究、
研修などの事業を実施する。 
（１）ホームページを利用した最新観光情報を随時発信する。 
（２）三沢市の観光に関する調査・研究を実施する。 
（３）三沢市観光冊子を作成し、ＰＲイベントや県内外の観光関連施設等に配布する。 
（４）観光関連業者を対象としたホスピタリティ（心のこもったもてなし）の研修を実施する。 
（５）三沢航空祭の観光客に対し、円滑に来場頂けるようシャトルバスの運⾏を⾏う。 
（６）三沢航空祭に市内交通機能が滞らないよう保安対策の⼀環として、臨時駐⾞場を設置する。 
（７）⻘森 DC のＰＲ事業活動への参加並びに支援を積極的に⾏う。 
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Ⅲ．観光施設の運営管理受託事業並びに補助事業の実施 

観光施設の管理運営の充実と観光客誘致促進のため、下記の事業を実施する。 
（１）道の駅みさわ斗南藩記念観光村指定管理業務事業（グループ名：ミサワツーリスト） 

期間：平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日まで 
場所：道の駅みさわ斗南藩記念観光村 
内容：管理運営業務、施設環境の整備・改修、集客イベントの実施、企画展の開催等 

（２）三沢市⼩川原湖畔施設指定管理業務事業 
期間：平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日まで 
場所：三沢市⼩川原湖畔施設 
内容：管理運営業務、施設環境の整備、集客イベントの実施等 

（３）みさわ観光バス運営補助事業 
運⾏日：４月 29 日〜5 月 8 日、7 月 22 日〜8 月 23 日、8 月 28 日〜9 月 25 日 
内容：主要施設をめぐる観光バス及びシャトルバスの運⾏を実施。  

（４）⼩川原湖観光センター運営管理事業 
期間：4 月 1 日から 3 月 31 日まで 
内容：通年で観光案内業務を⾏う。また、繁忙期にあたる夏休み期間中は、観光客や⼩川原湖周辺

施設利用者等へ無料・無休で開放し、施設の利用促進を図る。 
 
Ⅳ．イベント事業の受託並びに補助事業の実施 

（１）中央公園ライトアップ補助事業 
期日：４月 13 日から５月 8 日まで（桜開花時期） 場所：三沢市中央公園 
内容：東北・関東大震災の影響により電⼒不⾜が⾒込めることから、夜間のライトアップは中⽌し、

企業の名前を入れた１５０本のぼんぼりを設置するのみとする。 
（２）⼩川原湖水まつり補助事業 

期日：7 月 17 日（日） 
場所：三沢市⼩川原湖水浴場 
内容：規模を縮⼩しての実施 

（３）ファーム・フェスタ in 斗南補助事業 
期日：7 月 31 日（日） 
場所：道の駅みさわ斗南藩記念観光村 
内容：観光まつりを実施 

（４）となみウィンター・ファンタジー補助事業 
期日：12 月中旬から翌年 1 月上旬まで 
場所：道の駅みさわ斗南藩記念観光村 
内容：イルミネーション点灯並びにクリスマスイベントを実施する。 

 
Ⅴ．観光環境の推進に関わる運営並びに参加 

観光に関わる団体等の参画要請に積極的に携わり、三沢市の観光環境の推進を図る。 
（１）⼩川原湖広域観光協議会の事務局運営 
（２）新たな⻘森の旅・十和田広域観光協議会への参加 
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（３）十和田エイト・ライン観光協議会への参加 
（４）三沢空港利用促進期成会への参加 
（５）上北の元気結集協議会への参加 
（６）三沢市仏沼保全活用協議会推進部会への参加 

 
Ⅵ．三沢市における観光推進事業への支援 

（１）観光相互交流促進のため、各種団体組織が主催する⾏催事等を多⽅⾯から支援する。 
・アメリカンデー（三沢国際クラブ） 
・みさわ七夕まつり（三沢市商工会） 
・ファームフェスタ in 斗南（三沢市） 
・三沢まつり（三沢まつり祭典委員会） 
・三沢国際サマーフェスティバル（社団法⼈三沢⻘年会議所） 
・大空のまち スカイフェスタ（ＮＰＯテイクオフみさわ） 
・三沢基地航空祭（航空自衛隊三沢基地） 
・三沢ほっき丼（三沢市） 
・⻘森ディスティネーションキャンペーン（社団法⼈⻘森県観光連盟） 
・クリスマスフェスタ（三沢市商工会） 
・その他各種イベント等 

（２）三沢市で開催される各種大会、コンベンション等の情報等支援を⾏う。 
 

Ⅶ．収益事業 
公益事業を主目的としてそれを補完するため、下記の収益事業を⾏う。 
（１）物品販売・貸付業 

□土産品販売事業 
・当協会オリジナルのビードルクッキーや三沢キューピーシリーズの商品販売を⾏う。 

□リース事業 
・ビッグテント、ロイヤルパワーテント等の物品の貸し出しを⾏う。 

（２）仲⽴業 
・出店料、自動販売機の⼿数料の徴収を⾏う。 

 
Ⅷ．公益法⼈改⾰制度に伴う移⾏について 

平成 25 年 11 月末までに「⼀般社団法⼈格」取得に向けて、移⾏⼿続きに関する事務を⾏う。 
 

Ⅸ．その他 
（１）社団法⼈三沢市観光協会２０周年記念事業の実施 
（２）社団法⼈三沢市観光協会の事務所の移転についての検討・実施 


